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への研究関心を強めている(Gulati, 1998; Gulati, 2007; Ingram, 2002)。特に、提携関係を発
展させる効果を持つ組織間ネットワークの構造形態や関係特性は、提携にとっての社会
























































 ネットワーク理論は、従来の提携研究の視点が 2 者関係に限定されていたものを、3
者関係や全体ネットワークの影響の観点を取り込み、提携研究を発展させている。従来、
代表的な提携研究は、取引費用経済学、資源ベース理論、組織間学習理論の観点から検

































社会関係資本（Social capital）として捉えるようになってきた（Adler & Kwon, 2000; Gulati, 
1998）。けれども、ある特定のネットワークは、普遍的に有効なのではなく、むしろ特
定の学習課題と学習パターンに対して有効である。これは、ネットワークのコンティン























（Gulati, 1998; Stark & Verdes、2006）。第五に、スモール・ワールド的なネットワーク構
造の効果であり、企業が凝集的な企業クラスターにいつつ、より遠くの企業とつながっ
ている場合には、そうしたクラスター内部での緊密な協力関係をもちつつ、かつ遠くか





























紐帯が高い創造性を作り出すので、注目されてきた（Burt, 2004; Soda et al, 2004）。けれ
ども、近年は凝集的な紐帯やスモール・ワールドの持つ凝集性の効果に対する研究関心








2000-2007 年の間において、興行成績上位 30 位以内の映画製作提携に継続的に関わる企












れらの共有も深いので、作品作りの良さにつながりやすい (Uzzi & Shapiro, 2005)。第三
に、同じくハリウッド映画産業でのネットワークにおいて、適度に紐帯を持ち、適度な
距離的に中心的な位置づけにいることは、能力に見合った情報処理が出来た上で、情報



























































































































































本研究で用いるデータは、2000 年～2007 年の間の８年間に各年度で興行成績が 30 位











































企業間のソシオマトリックスに転換した(Wasserman & Faust, 1994)。特に断らない限り
は、1 本以上の映画を共同製作した企業の間に紐帯があると考える。分析に関しては、


































変数と映画製作経験本数であるが、平均興行成績は、大体 1 本あたり 24 億円となって
おり、日本映画の成功基準が 1 本 10 億円であるのに対して高めである（図表４）。通算
興行成績合計は、1 社平均 8 年間通算 221 億円弱であり、大体 9.60 本の映画に 8 年間で
関与している。近年アニメ映画が隆盛だが関与した映画の平均 75.90％が実写映画であ
る。次に、企業規模の変数を見てみると、大手商社などの大企業と個人事務所が入って
いるので、平均は資本金 379.5 億円、従業員数 4548.7 人などと一見高めであるが、分散
も非常に大きい。ROE もソフト企業は高めであるので、157％と非常に高い。次にネッ
トワーク変数を見ると、紐帯数から平均的に１社あたり約 20 社との共同製作を経験し









                                                     
12 クラスター係数は、ある点(A とする)について、A を起点とした二組のペアを考えた
ときに、その二組のペアがつながっている割合を数え、その割合をネットワーク内のす
べての点について平均を取ったものである。Wasserman and Faust (1994, 270)は、ある企
業と直接結合している企業とのグループ内部での密度の高さは、凝集性の一つの代替指
標と見ている。 


















ことが理解できる。分析対象の 123 社から平均以上の 8 年間で製作本数 9.60 本以上を
製作している企業 35 社を抽出して、さらに同じような結合パターンをしているものを
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図表１ 1955－2007 年までの邦画の日本映画市場占有率の変化 
 
 
(資料出所) 社団法人日本映画製作者連盟ホームページより（http://www.eiren.org/toukei/data.html , 2008 年














変数 度数 平均値 標準偏差 
通期平均興行成績 123 242219.60 237529.16  
通期興行成績合計 123 2208868.29 3195455.74 
通期実写映画比率 123 0.76 0.37 
２００７年度資本金・対数化 118 4.97 1.22 
２００７年度総売上・対数化 111 6.50 1.08 
２００７年度 ROE 97 152.77 1271.66 
２００７年度従業員数・対数化 115 2.57 1.00 
紐帯数 123 20.07 16.05  
構造拘束度 123 0.14 0.07 
クラスタ係数 122 0.66 0.22 
パス長 122 1.91 0.20 
スモール・ワールド Q 122 0.73 0.15 









績合計 社数 映画本数 社数
実写映画











242219.60 123 2208868.29 123 9.60 123 0.76 123 39.53 120 3794790.19 118 59720268.30 111 152.77 97 4548.65 116
流通メディア 237709.13 64 2863121.88 64 12.88 64 0.83 64 45.36 64 899437.53 62 15865228.77 62 110.91 57 1683.46 63
製作 226371.59 32 1265562.50 32 5.44 32 0.67 32 27.20 30 110328.77 30 1025890.04 25 481.00 17 152.41 29
支援 271693.93 27 1776037.04 27 6.78 27 0.69 27 39.38 26 14950394.31 26 234152431.08 24 13.89 23 17381.88 24
分散分析 * * ** * ** **




性 社数 構造拘束度 社数 クラスタ係数 社数
20.07 123 10.02 123 16.45 123 34.66 123 54.38 123 0.14 123 0.66 122
流通メディア 25.08 64 13.50 64 20.56 64 35.45 64 87.45 64 0.11 64 0.60 63
製作 11.81 32 5.25 32 9.68 32 33.38 32 6.83 32 0.18 32 0.74 32
支援 17.96 27 7.41 27 14.72 27 34.34 27 32.35 27 0.14 27 0.71 27




























変数名 モデル１ モデル２ モデル３ モデル４ モデル５ モデル６ モデル７ モデル８ モデル９ モデル１０
定数項 264202.18 * -187444.255 * -422093.312 ** -313623.791 ** -153459.47 -183561.91 -215881.88 * -228104.62 ** 569347.622 ** 1007541.16 **
（映画経験） 通算興行成績合計 0.037
** 0.041 ** 0.045 ** 0.04 ** 0.04 ** 0.04 ** 0.04 ** 0.048 ** 0.06 **
通期実写
映画比率









** 703741.708 ** 696382.689 ** 517723.888 ** 616406.35 ** 491877.75 ** 749096.99 ** 643510.24 ** -506347.99
構造的拘
束度
871934.227 691514.59 496530.45 1839043.508 ** 2949106.19 **
スモール・
ワールドQ






-233213.865 ** -239795.80 ** -212556.85 ** -134821.517
F値 15.542 ** 27.519 ** 16.408 ** 16.552 ** 16.74 ** 14.03 ** 19.01 ** 15.47 ** 20.052 ** 16.61 **
R２ 0.207 0.412 0.416 0.418 0.421 0.435 0.452 0.459 0.524 0.525
調整済R2 0.194 0.397 0.391 0.393 0.396 0.404 0.429 0.430 0.498 0.494
ΔR２ 0.205 0.004 0.002 0.003 0.014 0.017 0.007 0.065 0.001





変数名 モデル１ モデル２ モデル３ モデル４ モデル５ モデル６ モデル７ モデル８ モデル９ モデル１０





** 0.041 ** 0.045 ** 0.04 ** 0.04 ** 0.04 ** 0.04 ** 0.048 ** 0.06 **
通期実写
映画比率












** 703741.708 ** 696382.689 ** 517723.888 ** 616406.35 ** 491877.75 ** 749096.99 ** 643510.24 ** -506347.99
構造的拘
束度
871934.227 691514.59 496530.45 1839043.508 ** 2949106.19 **
スモール・
ワールドQ






-233213.865 ** -239795.80 ** -212556.85 ** -134821.517
F値 15.542 ** 27.519 ** 16.408 ** 16.552 ** 16.74 ** 14.03 ** 19.01 ** 15.47 ** 20.052 ** 16.61 **
R２ 0.207 0.412 0.416 0.418 0.421 0.435 0.452 0.459 0.524 0.525
調整済R2 0.194 0.397 0.391 0.393 0.396 0.404 0.429 0.430 0.498 0.494
ΔR２ 0.205 0.004 0.002 0.003 0.014 0.017 0.007 0.065 0.001
N 121 121 96 96 96 96 96 96 96 96  
 
